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2006年度「産業と環境」国際シンポジウム
持続可能なライフスタイルとビジネスモデルを求めて

～「持続可能な消費と生産」の政策動向～

先ほどクーントさんより、国際的な観点から、企
業が持続可能な社会を目指して何ができるのか、そ
の中で、とりわけ発展途上国における貧困の問題、
社会的な問題についてお話がありました。環境問題、
それを企業が市場という事業の採算性を通じ、どう
いったビジネスモデルがあるのか。また、そういっ
たビジネスが持続可能な社会に対し、どういった役
割を果たしていくのかというお話をされたと思いま
す。私の話はどちらかというと、日本における、と
りわけ我々の研究プロジェクト、BSSプロジェクト
が、ここ3年間、持続可能な社会の実現のためのビ
ジネスという形で、新たにどういったビジネスモデ
ルを開発していかねばならないのか。BSSのプロジェ
クトの研究成果から、それをどのようにつなげ、展
開していくかという、１つの展望を考えてみたいと
思っております。

今、BSSプロジェクトにおきましては、各研究員
が取りまとめ中でございまして、皆様方には３月頃

に改めて報告会を開催したいと考えておりますが、
本日は暫定的にお話をさせていただきたいと思いま
す。

本日のシンポジウムのテーマである「持続可能な
消費と生産」は、国際的な流れの中では、ご承知の
ように、1992年の地球サミットの中のアジェンダ
21におきまして、環境破壊に対して大きな影響を与
えている経済活動・生産消費のパターンをどう変え
ていくかを取り上げたのが発端です。そういった消
費・生産のパターンを持続可能な形へ変えていく検
証のために、2003年のヨハネスブルクの会議におき
まして、先進国におけるその取組みを進めるための、
持続可能な消費・生産に向けての10年のフレーム
ワーク計画があります。また、それを国際的に協力
しながら、とりわけ発展途上国へ支援するという形
で、先ほどクーントさんからお話がありました、マ
ラケシュプロセスに基づいた取組みがなされており
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ます。
もちろん、関西研究センターにおきましても、基

本的にはアジアに対する政策提言を行うということ
で、持続可能な消費・生産、あるいは持続可能な社
会の実現に向けてのビジネスモデルの提案を行って
いくことは必要なことです。本日は、国内的な研究
の中からの成果をご報告させていただきたいと思い
ます。

持続可能な消費・生産については、国際的な計画
やプロジェクトがなされている一方で、我が国は
2004年の米国シーアイランドにおけるG8サミット
におきまして、小泉前首相が、我が国が取り組んで
いるものを国際的に貢献することで3Rのイニシアチ
ブを立ち上げ、2005年以降毎年会議を開いているこ
とはご承知のことだと思います。

我が国における持続可能な消費・生産のプログラ
ムは、2000年に成立した「循環型社会形成推進基本
法」をより具体化するために、2003年に「循環型社
会形成推進基本計画」を立てております。この基本
計画は平成12年を起点にしながら、平成22年までの
10年間計画になっておりますので、この基本計画を
ヨハネスブルクの10年のフレームワーク計画として
我が国は用いております。ご承知のように、この基
本計画の中で、資源生産性をほぼ２倍に、資源循環
率をほぼ２倍に、最終処分をほぼ半分にとなってお

ります。そして、先ほど申し上げたように、2005年
から我が国の今までの3Rに対する経験を踏まえた上
で、国際的な3Rイニシアチブの会議を行っておりま
す。

そういった流れを踏まえて、今日のいろいろな環
境負荷を軽減するための経済活動の中での問題は、
基本的にサプライサイド、生産における環境負荷を
減らすということです。経済活動の中で、産業の活
動が最も環境負荷が大きいということを踏まえ、後
でお話があるかと思いますが、環境省、経済産業省
ともに、環境ビジネスや環境経営を政策的に推進す
る形で、企業における環境負荷を軽減する取組みを
してまいりました。

そのために、まずタイプ１にあるような製品の
改善、あるいはタイプ２にあるような、デザイン・
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フォー・エンバイロメント（DfE）といわれる、環
境負荷の少ない製品設計に再設計するというところ
に進んできました。我々が研究の中心にしたのは、
生産あるいは生産プロセスにおけるイノベーション
を使いながら環境負荷を減らしていくと同時に、製
品そのものを生産（サプライサイド）だけではなく、
消費（デマンドサイド）を含めた市場における製品
の売り方、言いかえると市場システムそのものを少
しずつ環境負荷の少ないものに変えていくという点
です。そのためには、製品の売り方・買い方の改革、
物を売るのではなく、物の持っているサービスや機
能を提供することが必要です。それは、タイプ３に
ある機能イノベーションという段階において、物を
売るのではなくて機能やサービスを売るという、新
しい形で環境負荷を低減させることです。工学的な
言葉を使いますと、脱物質化（ディマテリアリゼー
ション）しながら、環境負荷の低減や資源の節約を
しながら経済活動をしていくという研究を行ってき
ました。

この研究は、ほぼ1980年代の中頃からヨーロッパ
や米国でも同様になされてきました。ヨーロッパで
は、主に製品サービスシステム（PSS）の研究が進み、
米国におきましては、サービサイジングというモデ
ルとして機能イノベーションに伴う研究がなされて
きました。したがって、研究の段階は、タイプ３の
機能イノベーションから、タイプ４のシステム・イ
ノベーションに移りつつあります。今の市場システ
ムをどう新しいシステムに対応する形に向けていく
か、つまり、社会経済システムでの変革へどう向け
ていくかということに研究の中心が移り始めており
ます。既存の研究からみて、機能イノベーションか
らシステム・イノベーションへの移行は、かなりの
ジャンプであり、次のステージへ行くための改革が
必要だと言われております。　

これを端的に示すものとして、イノベーションの
分類をしたことで有名な、アバナシーとクラークと

いう人がいますが、彼らのイノベーションの分類に
よりますと、既存の市場・既存の顧客と、新しい市
場関係・新しい顧客の開発を縦軸に２つとり、既存
の技術・新しい技術を横軸に２つとり、４つに分類
しています。既存の技術で既存の顧客を相手にし、
既存の市場であれば、徐々にしか環境の改善や新し
いビジネスの展開はないということになります。既
存の技術によって新しい顧客関係や新しい市場を
作っていくことは、ある意味ではニッチ市場になっ
てきます。これでは、先ほど申し上げたような大幅
なジャンプがなされないので、どうしても小さな役
割しか担いません。それに対して、新しい技術を既
存の市場や既存の顧客に提供することは、ある意味
では技術革命ですが、これもうまくいきません。シ
ステム・イノベーションとは、新しい技術に対応す
る新しい市場・新しい顧客をどうやって作っていく
かです。ここがシステム・イノベーションの重要な
ことで、彼らはアーキテクチャル（建築的）な市場
を作っていくと分類しております。このためには、
先ほど申しましたように、サプライサイドの研究だ
けではなくて、デマンドサイドを含めたシステム研
究が必要になってきます。その橋渡しをするための
１つの基本的な研究として、我々はこの機能イノ
ベーションに伴うビジネスモデルはどういうものか
という研究をしてまいりました。
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今申し上げたように、システム・イノベーション
の定義は、新しい形の新しい段階における急進的な
変化のための、新しい財・サービスを提供する市場
を作っていくことです。また、その市場への新しい
提供方法を作っていくことが重要になってきます。
我々の研究では、そういった機能イノベーションに
おける新しいビジネスモデルを抽出・同定してきま
した。

今日の21世紀初頭における緊急の環境問題の１
つは、温暖化と廃棄物の問題です。１つはいかに温
暖化をストップさせるか、いかに気候を安定させる
かということです。個々の政策については、後ほど
環境省の鎌形さんから、我が国における政策につい
てご説明があると思います。脱温暖化社会をつくる
ために、どう産業が、企業が新しいビジネスモデル
を作って市場を開発していくかということになりま
す。もう１つは、廃棄物問題に対して、どう循環型
社会を構築していくということになります。個々の
政策については、後ほど経済産業省の池田室長の方
からお話があるかと思います。

緊急な課題である温暖化や廃棄物の問題に対し
て、産業あるいは企業がどういった貢献でき、そし
てその貢献するためにどういったビジネスモデルが
必要かを考えたのが、この産業と持続可能社会（BSS）
プロジェクトです。そのために、我々は、個別企業

におけるビジネスモデルを考えるだけではなく、地
域の広がりを持ったビジネスを俯瞰してまいりまし
た。１つは、環境ビジネスという、これは市場だけ
ではなく、今日の社会経済における環境コミュニ
ティ・ビジネスとして、我が国にどういった展開が
あるか展望しております。これについては後ほど神
田主任研究員からお話させていただくかと思いま
す。

それから、昨秋開催した国際ワークショップの
テーマであった、環境調和型産業クラスター（エコ
インダストリアルクラスター）につきましては、ご
承知のように、我が国においてはエコタウンという
政策がなされています。後ほど池田室長がお話にな
るかと思いますが、日本のエコタウンは、どちらか
というと製造業を中心に環境負荷を減らしていくと
いう工業団地のあり方等になってきます。しかし、
アジアにおける展開を考えた場合、必ずしも製造業
が中心になっているわけではありません。依然とし
て、第1次産業である農業・林業・漁業が中心です。
しかし、それが次第に衰退し、経済の発展とともに
農村部から都市部へと人が移動していくと、雇用の
関係で様々な問題が起こってきています。したがっ
て、アジアにおける環境調和型産業クラスターを考
えていく上では、そういった農村・山村地域と都市
との境界域、いわば接点において、どういったアジ
ア型のエコタウンがあるのか、その可能性について、
ベトナム、タイ、インドをケーススタディとして今
まで研究してきました。これは地域的な展開の中で、
いわば市場以外のところでどういうビジネスや産業
分野の取組みがあるのかという研究です。

今日主にお話をさせていただきますのは、１つは、
その後に書いております脱温暖化社会に対してこれ
からどのようにCO₂を軽減していくか、脱温暖化を
解決するビジネスモデルをどう策定するのかという
ことです。この問題については、松尾研究員が担当
しております。もう１つは、廃棄物を減らしながら
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環境負荷を軽減し、しかも資源を保全するようなビ
ジネスモデルがあるのかということで、製品サービ
スシステム（PSS）の研究をしてまいりました。そ
の中で、我が国においてはどのような既存のビジネ
スモデルがあり、新しいシステムにさらに対応して
いくためにどういったビジネスモデルが存在するの
かを同定・抽出することが非常に重要な意味を持っ
てきます。

今ご説明申し上げたように、我々は主に２つの研
究テーマを持っております。１つは廃棄物を中心と
した問題、あるいは資源を脱物質化していくという、
PSSを中心としたビジネスモデルを、どう持続可能
な社会への貢献として研究していくかということ。
もう１つは、その中で出てくる環境負荷、とりわけ
CO₂に関するものを地域モデルの中でどのように対
応していくかがこの中で書かれています。

それぞれの成果として、我々はこれまでに、毎年
国際シンポジウムおよびワークショップを開催し
てまいりました。先ほども申しましたが、直近では
昨秋、スライドの一番下方にありますように、アン
ブモリ主任研究員が研究している、「環境調和型産
業クラスターがもたらすアジアの持続可能な地域開
発」について国際ワークショップを開催しました。
昨年度は、地域のコミュニティ・ビジネスや環境ビ

ジネスをテーマに、一昨年度は、先進国による研究
等の交流を図る目的で、PSSや持続可能性のビジョ
ン、また環境ビジネスそのものについて研究し、そ
の国際的な交流を図りました。

それではまず、脱温暖化のソリューションビジネ
スを我々がどのように考えていくかを特定化してい
くために、どのように研究を進めてきたかというこ
とからお話させていただきたいと思います。

我々が、持続可能な社会システムや温暖化を考え
た場合によく言われることですが、最近の知見の中
でも、スタン報告やラブロックのガイアの復讐、あ
るいは、アル・ゴア氏の映画、「不都合な真実」に
見られるように、その深刻性が浮き彫りにされてお
ります。我が国においても、50％のCO₂の削減、実
際には約80％のCO₂を削減していかないと2100年
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の持続可能性はないということで、既存のビジネス・
アズ・ユージュアルの技術を用いて、それが達成で
きるのかについて考えました。それが達成できない
ということをある程度確認しながら、それを達成す
るためには環境負荷の少ない技術や社会的なシステ
ムをどう考えるかということになりました。

まずシミュレーションによって、環境負荷の少な
い技術を想定し、そういったビジョンをつくってま
いりました。そして、その中から幾つかのギャップ
を埋めるための脱温暖化のソリューションビジネス
を特定しました。この中で、エネルギー問題として、
我々がこれから展開していかねばならないものとし
て、今回６つのビジネスモデルを挙げております。
エネルギーに関していえば、１つは家庭部門、２つ
目は交通運輸部門になります。３つ目は、もちろん
エネルギー供給部門における新しいビジネスモデル
をつくっていかなければいけないということになり
ます。

その中で、家庭部門を見ていった結果、出てきま
した１つの提案は、「金融商品を用いた家庭用ESCO
ビジネス」です。これまでにも、産業においては
ESCOのビジネスモデルは非常に多く、かなりの市
場を持っています。後ほどお話しますが、PSSの観
点から見ても、ESCO事業はさらなる潜在可能性が
あるということを調査しながら策定しております。

これを家庭用にも進めていこうということですが、
一般家庭にどう省エネ機器を導入していくかという
ことになります。どうしてもコストが高くなる中で、
工夫をしながら、より普及を図るモデルです。この
ビジネスモデルについては、今実際に幾つかの銀行
と実現可能性についての更なるシェイプアップを
行っております。

２つ目のビジネスモデルは、人の流れの交通部門
と、物流の運輸部門という交通運輸部門において、
人の流れ、交通の中で提案している意味のあるシス
テムは、コミュニティのレンタサイクルビジネスで
す。これは公共交通機関と自宅との間で、どのよう
に環境負荷の少ない自転車をつなげていくかという
ものです。一般的に「レンタバイク」とか「コール
フォーバイク」と呼ばれるビジネスモデルですが、
ITと繋げたビジネス提案です。このビジネスモデ
ルを我が国において展開するため、更なるモデルの
シェイプアップを、現在阪神電鉄さん、阪急電鉄さ
んと共同で研究会を持ちながら、少しずつ展開を進
めております。

また、物流の部門におきましては、「求車求貨ビ
ジネススキーム」を提案しております。積載効率を
アップさせるために、オンデマンドの形で荷主と配
送をいかにマッチングさせるかというものです。積
載効率を高めることにより自動車の量を減らしてい

11
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くという可能性についての提案です。

エネルギー供給部門におきましては、３つの提案
を挙げております。１つ目は、廃棄物をいかにバイ
オガスに変えていくかというもので、廃棄物を収集
し、従来の焼却・埋立てから、バイオガスへ変えて
いくものです。ご承知のように、今京都市では、天
ぷら廃油からバイオディーゼル燃料が精製されてい
ますが、バイオディーゼルの展開を拡大していく中
でグリセリンの問題が大きな問題になってきます。
そのグリセリンの問題をうまく解決するのが、バイ
オガスです。生ごみの中にグリセリンを投入します
と、従来よりも８倍のメタンガスが発生します。こ
れを利用して、天ぷら廃油の回収により、バイオ
ディーゼルと、それに伴って発生するグリセリンと、
生ごみの投入によるメタンガスの発酵という、総合

的なバイオマスのビジネスの供給ができるのではな
いでしょうか。京都市では市が主体となって進めて
いますが、今回その懇談会を立ち上げ、更なる総合
的なバイオガスの供給・展開を図っております。そ
ういったことを参照しながら、これを企業がどうで
きるかという研究を更に進めていっております。

２つ目は、自然エネルギーを中心としたプレミア
付き電力販売のスキームです。グリーン電力証書を
中心にしながら、ビジネスに対して支援エネルギー
発電のパフォーマンスを保障したビジネスモデルを
構築しようとしています。

それから３つ目は、今まで廃棄物となっていた木
質系のものを、少し環境教育や森林管理等を進めた
中で、バイオマス資源マネジメントというような、

15
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木質系バイオマスのビジネスです。

このように、家庭部門における家庭版ESCOにし
ても、人の流れにしても、コミュニティレンタバイ
クというレンタル、リース、あるいはITを前提にし
ております。オンデマンドの形でマッチングすると
いう求車求貨ビジネス、廃棄物だったものを資源に
変えていくリサイクルという形のビジネス、そして
資源管理での木質系のバイオマスのビジネス。こう
いったものは、CO₂を削減する形で環境負荷を減ら
すためのビジネスであると同時に、実はPSS（製品
サービスシステム）、あるいはサービサイジングの
概念でもあります。温暖化ビジネスの中でも、そう
いったサービサイジングの概念を使ったビジネス展
開が可能になるということを示しております。

このPSSビジネスモデルの対応として、まず、定
義について考えました。このスライドにあるのはオ
ランダ政府による定義です。我々は、この定義だけ
では問題があると考え、改めて研究していく上で、
製品サービスシステムと同時に、関連ビジネスモデ
ルということで、２つのものを新たにPSS・サービ
サイジングのビジネスモデルの中に定義しておりま
す。

今までは、実際に先ほどの定義に基づかないもの
でも、サービサイジングやPSSビジネスとして展開
されていたので、排除するという形だったのです
が、それ自身が認められるのであれば、ここに書い
ていますように、これらをPSSと呼ぶ研究者もある
が、一般的な定義には合わないと考えています。し
かし、その意味をもう一度振り返り、パフォーマン
スをベースとした「純粋なサービス」、例えば廃棄
物を管理してリサイクルすることや、ESCO、エネ
ルギーサービス、もともとエネルギーとは物・財で
はありませんから、実際にはこの中では高い製品と
サービスの組み合わせに当てはまらないのですが、
そういったものも我々の範疇の中に再定義すること
により、入れていこうというわけです。

また、リサイクル・再製品化をベースとしたビジ
ネスモデルですが、基本的に処分されていたものが、
もう一度新しい製造プロセスを加えることによっ

17
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て、何らかの再製品化が可能になるビジネスとして
定義し、含めました。

この後、我々はこのような形でさまざまな分類を
試み、これらの分類に当てはまるビジネスモデルが
我が国においてどれだけ存在するか、我が国におけ
るビジネスモデルを調べました。基本的には文献を
中心にしながら見ていきましたが、大体90を超える
ケースが特定化されてきました。

製品のライフサイクル、つまり最初の資源の素材
の部分ですが、それから製造し、そしてこちらに行
けば行くほど消費に近づいていくことになります。
ここはB to Bのビジネスモデルに近く、こちらはB 
to Cのモデルに近いわけです。当時、非常に特徴的
なのは何かといいますと、我が国では、実は製造段
階、B to BのビジネスモデルがPSSとして展開され

ているということです。それに比べると、素材を中
心としたビジネスモデル、具体的にPSSの中ではケ
ミカルマネジメントや資源管理サービスといったビ
ジネスモデルにおいて、欧米に比べて、とりわけケ
ミカルマネジメントシステムがなされてないという
特徴がありました。

しかし、３年経った段階で改めて見直しますと、
当時全く文献の中に挙がっていなかったものも、現
実にはここにおけるビジネスモデルも徐々に日本の
中で出現してきていることを確認しています。この
ように、我が国におけるPSSの展開状況について把
握しました。

しかし、ご承知のように、元来PSSモデルとは、
環境負荷を減らすためのモデルではありません。し
たがって、その中で我々は、とりわけ資源の節約や、
廃棄物を中心とした環境負荷軽減という形の、グ
リーンなPSSを特定しなくてはなりません。グリー
ンPSS、あるいはグリーンサービサイジングと呼ば
れるものです。こういったビジネスモデルをいかに
見つけ、それをどうやってシステム・イノベーショ
ンにつなげることができるか、支援することが我々
の課題になってきます。

そういったビジネスモデルを特定するための方法
論として、90を超えるケースの中から、元々 PSSは
ビジネスとして始まったのであって、環境負荷を減
らしているわけではないという中で、どういったビ
ジネス特性・特徴が見られるのかを調査しました。
ビジネス全般、あるいはこのPSSをビジネスとして
成り立たせるための促進要因、阻害要因、またPSS
モデルを導入することによってどれだけ収益性が上
がったかというような事業パフォーマンス、顧客、
市場に関する情報等をそれぞれ特定するために、そ
れぞれの企業の中から抽出し、アンケートやインタ
ビューを試みました。そして、それをスコアリング
しながら、25のグリーンPSSモデルを抽出する作業
をしてまいりました。

20
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machinery electronic
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equipment

other
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Utility

consumable consumable Consumable/
durable durable durable Consumable/

durable consumable Consumable/
durable durable durable consumable Consumable/

durable consumable durable durable durable durable durable Consumable/
durable consumable

Product take-back
Y15-film 74-Kajima Y18-PC,J71-

PC, J102-PC
Y16-auto
parts, J95-
bike parts,
J116 bumper

Y27-asset
recovery

Product life
extension (warranty,
repairing, upgrading)

Y6-remodel,
73-SI

80-used
clothes

J43-remodel, Y8-elevator,
Y9-jet engine,
78-used
machine

Y17-IT device 76-used cars Y1-watch Y2-futon,
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Y31

72-Next21

Individual use
(lease/rental)

y12-
electronic
appliance

y19-mattress, j81-heater,
70-epack

Joint use (sharing)
92-room
sharing

j106-honda
bike, j110-
hybrid

IT dematerialization
j130-
electronic
paper

Performance-based
y13-insects j107-light

Efficiency supply
y68-chemical
waste
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Product
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Note: According to industrial categorization of "Shikihou", each
business case was classified. Business cases that are not listed on
Shikihou were clarified according to their core business activity. If the
business case are involved with more than two enterprises, an
enterprise that is likely to operate the business activitity was chosen.
Others include research institutes, municipalities, public associations,
and foundations.

The Number of Business cases
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まず、ビジネスプロファイルから見ていきますと、
例えば、パフォーマンスを中心としたPSSモデルで
ある、ESCO、サードパーティーロジスティック、
あるいは節水サービスにおいては、個々に展開がな
されており、市場がかなり大きく発達していました。
しかし専門的な人材が不足しているために、今後更
に拡大するということが、今のところなされてない
ことがわかりました。

２つ目は、製品のレンタル・リースといったPSS
モデルは、実は家電リサイクル法など幾つかの法規
制が課されることによって対応してきます。法規制
がある場合とない場合を考えますと、法規制に対応
してやるならば、当然のことながら既存の法対応を
間違ってしまうと、ビジネスは市場シェアを失って
しまうのではないかと考えます。したがって、市場
シェアの確保や顧客の囲い込みをしたいというビジ
ネスのマインドによって、法規制がうまくいって、
製品レンタル・リースの市場ができてきています。
また、そういった可能性があるものに対し、法がで
きる前に対応しようというサービサイジングやPSS
ビジネスが、我が国において出現してきているとい
うことが研究によってわかりました。

また、そういったビジネスが、ある程度事業とし
て成り立つということになれば、日本の場合、外国
と違って、親会社が事業を始めて子会社化していく
というのが、もう１つの日本的な特徴です。基本的
に、ヨーロッパや米国、とりわけ米国においてはこ
ういったPSSモデルは、アウトソーシングされ、そ
れに対応した専門的なところが、企業がパフォーマ
ンスを保障しながら市場をつくって開拓していくと
いうのが一般的です。しかし我が国においては、む
しろ自らの会社の中でそれをやり始め、事業性が確
立されると子会社化していって普及させるというよ
うな特徴が分析として出てきます。

そういったビジネスファイルを行いながらスコア
リングし、環境負荷についても、PSSモデルがビジ

ネス・アズ・ユージュアルと比較してどれだけ減る
かという、持続可能性分析を行っています。この持
続可能性分析とビジネス特性分析から、環境と経済
が両立しているグリーンPSSモデルを抽出するとい
うことで、最終的には７つの部門に着眼しておりま
す。

その７つの中で、我々が最終的に今後有望である
と考えているPSSの展開としては、先ほど申し上げ
たESCO、サードパーティーロジスティック、節水
サービスという３つのパフォーマンスベースなもの
については、一部アウトソーシングが出てきており、
これ自身がかなり市場をつくり始めています。さら
にこの潜在的可能性は日本の中では高いと考えま
す。しかしながら、先ほど申しましたように、この
分野おける人材不足のために、この市場が更に拡大
するということが阻まれているということが、我々
の得た１つの結論です。

２つ目の結論としては、なぜ我が国において、
ESCO、サードパーティーロジスティック、節水サー
ビスといったパフォーマンスベースのPSSモデルが
展開されているかというと、この３つはいずれも環
境負荷を軽減しながら、実はコストを削減する、あ
るいは収益率を上げるモデルになっているというこ
とです。まさに環境と経済を両立したエコ効率を達
成しているPSSとして評価できるということになり
ます。

しかし残念ながら、これを更に進めていく上で、
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人材の不足と同時に、促進するための戦略が問題に
なります。つまり、パフォーマンスベースになりま
すと、パフォーマンスを保障していかなければな
らないというリスク、パフォーマンスが保障できな
い時のリスクをどうするかという契約の内容、そう
いったビジネスモデルをどうつくっていくか、ある
いはそれをどのように政策的に支援していくか。こ
の研究の中では、PSSの努力により利益の上がった
部分に対して通常の税率を掛けるのがいいのか、そ
れとも通常の税率よりも低くすることによって、環
境負荷が少ないビジネスを推進するという税制の改
革の問題を提案しております。

また、こういったPSSモデルがより有効な形で市
場をつくっていくためには、企業や人口が密集して
いる都市地域において有効であるということです。
マーケット規模がより大きいということで、PSSの
ビジネスチャンスが存在するということになりま
す。

それに対し、製品のレンタルやメンテナンスと
いったPSSモデルは、必ずしもこれが有効に働いて
いません。レンタルしながら、最終的には第２次市
場、つまり中古市場が存在するために、製品が耐久
化しているけれども、耐久性を上げながら、本来の
環境負荷を減らすというようなデザイン・フォー・
エンバイロメント、というインセンティブが働きま
せん。製品レンタル型のPSSモデルは、耐久性を上
げていくという形で製品の再デザインが阻まれてい
るということです。

それから、全体として顧客サイドにおいて、まだ
PSSに対する理解が少ないということです。そのた
めに、顧客サイドにおけるトータルコストの志向型、
受け手側・デマンドサイドに対して、PSSビジネス
への理解のため、更に政策的広報が必要であるとい
うことになります。

また、先ほど申しましたように、子会社化すると
いう対応が多く、なかなか我が国においてはアウト

ソーシングという形でPSSモデルが発展していませ
ん。しかし、公共調達がPFI化、アウトソーシング化、
外部委託し始めているわけです。そこに、環境配慮
型の入札を行うことにより、PFIの中に環境負荷の
少ないモデルを、公共調達や公共入札の中にもより
優先的に扱うということが必要になるだろうと思い
ます。実際のインタビュー結果を見ても、そういっ
た契約がなかなか今の契約形態ではできないという
こと、あるいは契約期間等が短いという問題があり
ます。

したがって、そういった制度や法律的なものを考
えていきますと、より積極的にアウトソーシング
を進めていくためには、更なるグリーン調達につい
ても、環境に配慮をしながらPSSビジネスを展開す
ることが、今後の持続可能な社会に向けて環境負荷
を減らしながらビジネスとして展開していく、そう
いったビジネスの特定化・同定化が今のところなさ
れております。今後これをどのように更に展開して
いくのか、政策提言については、最終的な報告の中
でさせていただきたいと思います。

以上暫定的な結論についてご報告させていただき
ました。ありがとうございました。
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Agriculture/f
ishery

petroleum
and coal

mining rubber iron and
steel

pulp and
paper

glass and
stone

chemical nonferrous
metal

construction food textile pharmaceuti
cal

metal
product

machinery electronic
manufacturi
ng

transportatio
n
manufacturi

precision
equipment

other
products

Utility

consumable consumable Consumable/
durable durable durable Consumable/

durable consumable Consumable/
durable durable durable consumable Consumable/

durable consumable durable durable durable durable durable Consumable/
durable consumable

Product take-back
Y15-film 74-Kajima Y18-PC,J71-

PC, J102-PC
Y16-auto
parts, J95-
bike parts,
J116 bumper

Y27-asset
recovery

Product life
extension (warranty,
repairing, upgrading)

Y6-remodel,
73-SI

80-used
clothes

J43-remodel, Y8-elevator,
Y9-jet engine,
78-used
machine

Y17-IT device 76-used cars Y1-watch Y2-futon,
Y14-office
furniture,
Y31

72-Next21

Individual use
(lease/rental)

y12-
electronic
appliance

y19-mattress, j81-heater,
70-epack

Joint use (sharing)
92-room
sharing

j106-honda
bike, j110-
hybrid

IT dematerialization
j130-
electronic
paper

Performance-based
y13-insects j107-light

Efficiency supply
y68-chemical
waste

y42-industrial
waste

j3-toilet y7-auto parts,
y49-used
parts, y50-

sed parts

71-ESCO

Recycling/remanufac
turing-based

y28-
ecocement

96-plastic j136-
eggshell, j46-
tomato

j47-tickets,
j105-PET, 81-
used clothes

 j104-
methanol,

j108-waste
heat

land
transportatio
n

marine
transpiration

air cargo warehouse
and
transportatio

wholesale retail bank/securiti
es/insurance
s etc

real estate information
and
communicati
on

service Others

N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A N/A 0 1 2 3 4 5

Product take-back
J114-
flourescent

Y24-
electronic
appliances,

J111-gas
station

Product life
extension (warranty,
repairing, upgrading)

75-used
electronic
appliances

Y22-remodel, Y36-
infrastructur,
plants,
appliances

Individual use
(lease/rental)

y35-
electronic
devices, y37-
rantal green

y23-daskin,
Y25-ecocar

Joint use (sharing)
Y34-
carsharing,
y57-
park&ride

 j129-
carsharing,
j1-carsharing

j94-
carsharing

IT dematerialization

Performance-based

Efficiency supply
95-3PL, y41-
taxi,y45-
empty trucks

y62-paring
lots, y61-
logistics, y67-
tr cks

j128-
waterESCO,

y26-ESCO,
y54-container

Recycling/remanufac
turing-based

j96-compost y30-compost j41-envelop,
j149-
methane,
j112 biogas

Life Cycle Stage
raw materials acquisition

intermediate materials production
final product manufacture

PSS Category

Product
oriented

Result
oriented

transportation

Durable /Consumable

Use
oriented

PSS Category

Use
oriented

Result
oriented

Allied

Product
oriented

Durable /Consumable

Allied

Note: According to industrial categorization of "Shikihou", each
business case was classified. Business cases that are not listed on
Shikihou were clarified according to their core business activity. If the
business case are involved with more than two enterprises, an
enterprise that is likely to operate the business activitity was chosen.
Others include research institutes, municipalities, public associations,
and foundations.

The Number of Business cases

sales service
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